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三木先生を偲ぷ
浅野忠孝
もうかれこれ10年以上も前になりますが，小生が関西大学の保健管理課
に在職しておりました頃，職務上毎年教職員の健康診断を定期的に実施す
るのでありました。丁度その時期に三木先生の身近かで先生と世間話をす
る機会を偶然得ることができたのですが，そのときは，とても「恐い」と
いうか近寄りにくい生理的威圧感を感じるクイプの中に先生を分類してい
たと思います。と申しますのほ，先生は大して大きくない体格なのですが，
とてもその声が大きく，身体全体から声が発せられるような錯覚を覚えた
程でした。
その後数年を過ぎて，大学院でお世話になった小生ですが，大学院で知
った先生の新らしいクイプほとてもデリケートな面と，とてもシビアな面
が相侯って先生の風格を築いているのだということを改めて悟ったもので
す。
多分これは長年にわたって教育者として教鞭をとってこられた先生の経
験から生まれた人格と思われるものです。
先生の授業を受けている間に感じた先生のデリケートな面と思われる点
を申し述べさせて頂きますと，仏文を訳す場合にどんな小さな間違いでも
指摘し，徹底的に追求させ，究明させることです。小生などは原文を如何
に偽わって訳すかに終止していたために，この時間はとても長く辛い授業
でしたが真剣に自分の全神経を集中して傾聴しなければならない有難い授
業でした。 （多分その中には多少なりとも声の効果も微妙な形で作用して
いたかも知れませんが…）
もう一方のシビアな面を申し上げますと，一これは特に小生が先生に相
談した一身上の問題に関したこともあったので，小生の気持ちを汲み入れ
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て申されたことかも知れませんが一先生はフレキシプルな人間性を重んじ
ておられることです。実社会の中で凝り固まった人間としてではなく，可
能性を内に秘めた柔軟な人間でなければならないことを小生に教えて下さ
ったのです。何かの目的を抱くのであれば，現実の殻を破らずして進歩発
展は無いことを示唆して頂いたことは，小生にとって本当に生涯の指針に
なることであったと思います。院生の頃は勉強と生活（仕事）を両立しな
ければならない苦境の時期でしたが．いつも先生が申しておられた「忙中
閑あり」を心に銘記して巣立つことができたのだと感謝致しておる次第で
あります。
でも再びお会いして先生のお人格にふれることのできなくなった今は．
とても心細い暗い気持ちに沈み，あの時もっともっと先生から知識を授か
っておけばよかったのにという後悔の念にかられる低どです。
先生は仏文研究者として唯ひと筋に語学の分野で研究に徹して一生を全
うされたと聴き及んでおりますが，先生の遺業を継承して，関西大学の仏
文学科が発展するよう心より期待して止みません。
（昭4吋茎士課程修了，三国橋病院勤務）
